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１. 工学ついて 
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「工学」とは 数学と自然科学を基礎とし、 

ときには人文社会科学の知見を用いて、 

公共の安全、健康、福祉のために 

有用な事物や快適な環境を構築することを 

目的とする 学問である。 

国立8大学工学部を中心とした「工学における教育プログラ
ムに関する検討委員会」による工学の定義（1998年） 

「工学」の定義は様々あれど．．． 
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英語では．．． 

Engineering 
 

The activity of applying scientific 
knowledge to the design, building 
and control of machines, roads, 
bridges, electrical equipment, etc. 
 
           Oxford Advanced Learner’s Dictionary 
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Henry Dyer (1848-1918) 

Henry Dyer (1848-1918)は、スコットランドの技術者で、1873～1882の10年間、工部大学校の初代都検（教頭、実質
の校長）を務めた。初代工部卿伊藤博文がグラスゴー大学のRankineの推薦を得て選任。山尾庸三が学んだアンダー
ソンズ・カレッジでの同窓生。来日当時、24才。Dyerは来日の船中でカリキュラムを模索し、教養教育、専門学理の教
育、実践教育を組み合わせた、当時世界に類を見ない独自の技術者教育を実施。多くの授業は英語で行われた。
Dyerの指導による技術者教育は、近代日本における工学の地位を高めるとともに、独立国家として発展する原動力と
なった。工部大学校は、1885年、工部省の廃止に伴い文部省に移管され、1886年の帝国大学令により東京大学工芸
学部と合併、帝国大学工科大学となった。その後、東京大学工学部となる。 

我が国の工学教育の始まり 

工部大学校 (Imperial College of Engineering) 
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千代田区霞が関の文部科学省ビル前の霞が関コモン

ゲート歩道際に建つ工部大学校阯碑。 

学生の生活パターン 
  6：00      起床、鐘の音で起き、井戸端で顔を洗う  
  6：00-7：30   習学  
  7：30-8：00   朝食 (和食、米＋味噌汁)  
  8：00-12：00  午前授業  
 12：00-13：00 昼食 (パン半斤、洋食、野菜)  
 13：00-16：00  午後授業  
 16：00-17：00  体操  
 17：00-18：00  夕食  
 18：00-19：00  風呂(20畳、スチームで焚き)  
 18：00-21：00  自由時間。門限は21：00  
 22：00      就寝  

三好伸浩「明治のエンジニア教育」（中公新書） 
7 



２．高等教育の現状と課題 

8 



高等教育における課題 

 グローバルに活躍する科学技術人材に対して高度化する社会的要請 

 問題解決能力  より複合化した問題に対応できるように 

 創造力    より創造的に思考し実行できるように 

 専門力    より本質的俯瞰的に理解できるように 

 コミュニケーション力 より多様な価値観を理解し尊重できるように 

 

 ⇒ 教育プログラムのさらなる深化が必要   

 

 産業のグローバル化にともなう人材の国際的流動性の激化 

 教育プログラムの普遍力  よりユニバーサルな内容へ 

 教育プログラムの競争力  より質の高い内容へ， 

 

 ⇒ 教育プログラムのさらなる多様化・    

  国際化への対応が必要 
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     研究改革     新しい教育システム                                             

学部・大学院を一体化した「学院」による教育 

国際的視野での教育システムの刷新 

学士・修士・博士の学修到達目標を明確化 
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     研究改革     
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        Jim Hall Design and Prototyping 

Laboratory 
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Cambridge 
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大学における工学系教育の在り方に関する検討委員会（文部科学省, 2017）
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/koutou/081/index.htm 18 



人材需給ワーキンググループ取りまとめ（理工系人材育成に関する産学官円卓会議への報告） 
平成２９年３月２９日http://www.meti.go.jp/press/2017/04/20170412002/20170412002.html 

19 



３. 博士人材について 
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一般社団法人八大学工学系連合会 
TOKYO TECH 

Eight-University Engineering Association 

博士学位取得者数の国際比較 

我が国の科学技術分野における博士修了者率（対同一年齢層）は0.41％であり、 
ＯＥＣＤ加盟国３４ヶ国（平均0.52%）中、25番目（先進国ではほぼ最下位）である。 

出典：ＯＥＣＤ科学・技術・産業 アウトルック2012 （OECD Education at a Glance 2011 & OECD Education Database） 
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一般社団法人八大学工学系連合会 
TOKYO TECH 

Eight-University Engineering Association 

産業における博士人材の活躍 

企業の研究者に占める博士号取得者の割合は 

OECD諸国の中で低いランクに留まる 
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23 一般社団法人八大学工学系連合会 
TOKYO TECH 

Eight-University Engineering Association 

科学技術を基盤に産業を牽引する博士人材育成の提言 

基本コンセプト  
【産官学が連携する取り組み】 
社会、産業のニーズと博士人材に期待
される役割とインパクトを徹底的に考え
る場を産官学連携して構築し、博士課

程教育改革を推進。 

産官学連携で 
正の循環を！ 

＜産学共同研究の推進＞ 
【大学・産業界に求める取り組み】 
共同研究のテーマから学術的要素を抽出して、 

博士課程学生が研究課題として取組める研究を推進。 
学から産へ応用展開力を養成。 

 ＜博士インターンシップの拡充＞ 
 【産業界・大学に求める取り組み】 
博士課程学生が中長期インターンシップにより、 
科学技術の社会的価値を体験できる場を提供。 

＜優秀な学生の博士課程進学を促進＞ 
  【大学がなすべき取り組み】 

向上心が強く勉学意欲の高い学生が博士課程に進学す
る取組を強力に推進。 

＜博士課程学生に明るい 
 キャリアパスを確保＞ 

【産業界に求める取り組み】 
博士課程修了者の採用数の増加。 

キャリアと能力に見合った給与の支給。 
イノベーション創出マインドの醸成。 

＜学生への経済的支援の充実＞ 
【政府・産業界・大学に求める取り組み】 
博士課程学生に対する、給付型奨学金、授業料免除、

特別研究員採用、TA・RA雇用等、 
手厚い経済的支援を実施。 

＜魅力あるリーダ育成プロ 
 グラムの設計と実行＞ 

 【大学がなすべき取り組み】 
専門知識とともに課題解決能力、指導
力を徹底的に鍛える教育プログラムの

設計と着実な実行。 



４. 研究開発について 
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平成28年版科学技術白書(文部科学省) 
http://www.mext.go.jp/component/b_menu/other/__icsFiles/afieldfile/2016/05/19/1371168_006.pdf 25 



26 http://www.mext.go.jp/component/b_menu/other/__icsFiles/afieldfile/2015/06/11/1358751_006.pdf 



27 我が国の基礎研究力強化に向けて（提言）  https://8uea.org/pdf/b03-teigen3.pdf 
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Road Map:   

Technology Road Map of ME 

Applied Technology 

System Technology 

Fundamental Technology 

Integration of Three 

Technologies 

Trend of ME 
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http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/kohyo-22-h201.html 
32 
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ご清聴ありがとうございました 
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